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 授業の概要 

＜学位授与方針と当該授業科目の関連＞
この科目は、現実把握力（経済学の専門知識及び社会・人文・自然科学の知識教養に裏付けられた広い視野に立った柔軟な知性
に基づき、現実の経済現象を的確に把握することができる）の修得に関わる科目です。
＜概要＞
・テーマ：日本経済入門
・内　容：テキストをもとにして、日本経済の現状とその仕組みを学びます。そのために、日本経済のこれまでの展開を踏ま
え、産業構造や雇用、貿易、為替、財政、人口構造、格差問題等を幅広く講義します。また、必要に応じてグループディスカッ
ションを行い、リアクションペーパーの提出を求めます。　

 履修条件 ・関連科目等

特にありません。　

 科目目的

経済学的な物の見方や考え方、分析方法等に関して基礎的素養を学び、本格的な経済学を学ぶ前段階として知識を蓄えることを
目的とします。　

 授業計画と内容 

第１回：ガイダンス：授業の進め方、成績評価の説明等
第２回：経済成長を考える（その１）：高度成長・安定成長期
第３回：経済成長を考える（その２）：低成長期
第４回：企業活動を考える
第５回：労働を考える
第６回：社会保障を考える
第７回：財政を考える
第８回：金融・金融政策を考える
第９回：貿易を考える
第10回：農業を考える
第11回：環境を考える
第12回：日本経済の課題を考える（その１）：格差問題
第13回：日本経済の課題を考える（その２）：財政問題と少子高齢化問題
第14回：日本経済の課題を考える（その３）：地域問題　

 授業時間外の学修の内容（その他の内容等）

　

 到達目標

この授業は、経済学の基本的な考え方を示し、様々な経済問題を分析する視点や知識が習得できるよう進めていきます。こうした
知識をもとに、日本経済や日本社会が直面している諸問題を分析する能力を養うことが到達目標です。　

 授業時間外の学修の内容

 成績評価の方法・基準

 授業で使用する言語

 授業で使用する言語（その他の言語名）

　

✔ 日本語

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

その他

✔

✔

指定したテキストやレジメを事前に読み込むこと

授業終了後の課題提出

その他

 授業時間外の学修に必要な時間数／週

・毎週１回の授業が半期（前期または後期）または通年で完結するもの。１週間あたり４時間の学修を基本とします。
・毎週２回の授業が半期（前期または後期）で完結するもの。１週間あたり８時間の学修を基本とします。　

12024 年度中央大学講義要項



 オフィスアワー

　

 成績評価の方法・基準（備考）

平常点（60％）と期末試験（40％）で評価します。

平常点は、毎回の授業の振り返りを行うものです。また、授業中のリアクションペーパーやresponの提出状況・内容を評価しま
す。

期末試験は、持込自由の論述式で行います。　

 その他特記事項 

この講義は、高校生が履修できる科目等履修生制度の対象講義となります。そのため、高校生の履修者が同席する可能性があり
ます。また、特定高校を対象とした遠隔授業も同時に実施する講義（いわゆるハイフレックス型）となっています。以上のこと
に留意して履修するようにしてください。　

 参考URL 

　

 課題や試験のフィードバック方法（その他）

　

 課題や試験のフィードバック方法

 アクティブ・ラーニングの実施内容（その他）

　

 アクティブ・ラーニングの実施内容

 授業におけるICTの活用方法（その他の内容等）

manabaを活用します。スマホやPC、タブレット端末等を持参してください。　

 授業におけるICTの活用方法

 実務経験のある教員による授業

 【実務経験有の場合】実務経験の内容

農林水産省農林水産政策研究所で研究職として勤務し、農業・農村政策の分析、農村調査を行ってきました（1995年4月～2014年
3月）。また、株式会社農林中金総合研究所に出向し、研究員として農協の信用事業の分析を行いました（2006年4月～2008年3
月）。　

 実務経験に関連する授業内容

国家公務員として国の政策立案・実行にかかわっており、実態に即しながら政府の役割を解説します。　

 テキスト・参考文献等 

【テキスト】
　浅子和美・飯塚信夫・篠原総一編『入門・日本経済（第6版）』有斐閣、2020年。
　小峰隆夫・村田啓子『 新日本経済入門（第６版）』日本評論社、2020年。
　

✔ はい
いいえ

✔

クリッカー

タブレット端末

その他

実施しない

✔

PBL（課題解決型学習）
反転授業（教室の中で行う授業学習と課題などの授業外学習を入れ替えた学習形式）

ディスカッション、ディベート

グループワーク

プレゼンテーション

実習、フィールドワーク

その他

実施しない

✔

✔

授業時間内で講評・解説の時間を設ける

授業時間に限らず、manabaでフィードバックを行う

その他

期末試験（到達度確認）
レポート
平常点
その他

％　
40％　持込自由の論述式。
％　
60％　１）毎回の講義内容の振り返りの提出状況・内容を評価。
２）授業中のリアクションペーパーやresponの提出状況・内容を評価。
　

中間試験
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 備考

【ここには何も入力しないで下さい】　
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